
生産振興課

主穀担当

4132

番号 事業名 会計 款 項 目 説明事業

B25
水田フル活用支援事業 農業費 米麦産地育成対策費

令和元年度～ なし 宣言項目 09 儲かる農業の推進

分野施策 040937 強みを生かした収益力ある農業の確立

１　事業の概要 ５　事業説明

２　事業主体及び負担区分

３　地方財政措置の状況

なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源

決定額 △1,682 △1,682 10,877

現計額 12,559 12,559

令和元年度予算見積調書(2月補正予算)
課室名:

担当名:

内線: (単位：千円)

一般会
計

農林水
産業費

園芸農産振興
費

事 業
期 間

根 拠
法 令令和 5年度

　平成30年産から米の生産数量目標が廃止されるなど、
水田農業をめぐる情勢は大きく変化しており、今後は作
物の選択や販売先など生産者自らの経営判断がこれまで
以上に求められることになる。
　このため、水田をフル活用した水田農業経営の安定的
な発展を支援するため、実需者ニーズに応じた主穀作の
品質・収量性向上に向けた技術対策や普及・定着に向け
た支援をする。
(１) 主穀作生産振興対策事業
　   事務費節減による減額（留保分）　△228千円
(３) 飼料用米流通特別支援事業
　　 補助金の減額　　　　　　　　　△1,454千円

（１）事業内容
　　ア 主穀作生産振興対策事業　　　　        7,852千円
       水稲、麦類及び豆類の生産振興を図るため、品質向上や新品種の育成や生産技術確立、対策の周知を図るととも
　　　に消費拡大を推進する。
　　イ 省力・低コスト技術普及活動事業　　　　  707千円
　　　　水田経営の収益性を高めるため規模拡大やコスト低減に有効な技術対策を展示ほの設置や講習会等により周知す
　　　る。
　　ウ 飼料用米流通特別支援事業　　　　　　  4,000千円
　　　　飼料用米の生産拡大に伴う流通量の増加に対応するため、地域内流通に取り組む農業者等に対し、継続的な取組
　　　に要する経費の一部を助成する。

（２）事業計画
　　　平成31年度　飼料用米地域内流通補助　2地区

（３）事業効果
　　　担い手が主体的な経営判断で作物を選択し、収益性が高く安定的な経営が可能となる。

（４）県民･民間活力、職員のマンパワー、他団体との連携
　　　ＪＡ等の農業団体との連携

（５）補正予算の概要
　　ア　事務費節減による減額（留保分）
　　イ　補助金の要望が見込みを下回ったことによる減額

(１)　(県 10/10)
(２)　(県 10/10)
(３)　(県 1/2) 事業者 1/2

9,500千円×13人＝123,500千円

補正後の
予算額

― 農林部 B25 ―
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